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People タンジュン・プテイン国立公園で鎮火活動の仲間 

～FNPFのバスキ達やCare for Tanjung Putingの仲間たち 

  【Year of Hero】とTempo雑誌が鎮火活動したバスキたちと7名を記載！/写真・文/西岡 

  

     
   (左から柳原理恵、ツーヤン、バスキ、Care for Tanjung Puting リーダー・アディ、FNPFイビ/敬称略) 

 

 

  「初期の火災鎮火が非常に大事。2015年12月中旬から国立公園事務所の支援でサマリンダでの鎮火 

訓練に参加したので、余計に実感する。もっと村人が早期から鎮火活動に参加していたら、火災はかな 

り少なかったかも・・・」と、9月にジュルンブンでバスキ達と鎮火活動をした無骨なツーヤン氏が言う。 

［Care for Tanjung Puting］リーダー・アディ氏は「私はタンジュン・プティン公園でガイドをしていたが、 

酷い大火となってきたので早く鎮火体制を作らないと、私たちガイドもこのタンジュン・プティン公園で観 

光の仕事ができなくなるとガイド仲間に呼びかけた。多くの仲間が参加してくれて、感謝だ。有名なバス 

キ達と一緒に鎮火作業して光栄だ。クマイ町やパンカランブン市の人たちもボランティア活動として参加 

し、私たちは 250名になる。今、私たち、新団体［Care for Tanjung Puting］は資金難です」と言う。 

FNPFのイビ氏は「これからが大事。私の希望として絶対に火事を起こさない、早期発見が大切」と言う。 

［Year of Hero］とされたバスキが言う。「全員がヒーローだ!  みんなが頑張ったからだよ」と言う。「今回、 

国立公園事務所が 4隻の船を火災対策として貸してくれるのが有難い。12名のチームメンバーの大半 

が揃った。後は理恵さん、Badman Nisioka、消防用具と長いホース類があれば、鎮火作業に繋がる。 

私たちは資金不足。日本等の海外から支援を待っている」と笑う。今年の鎮火体制がかなり出来たのだ。 

 



2016年タンジュン・プティン国立公園から～植林、焼けた木々から若芽出る！ 

                                          代表・西岡良夫 

【初期火災が絶対必要！小型消火器を現地へ】 

 2015年６月末からタンジュン・プティン国立公園 

 

園では全く雨が降らず、8月末から火災が起きた。 

ジュルンブンでは、PT.ASMR（BGA社子会社） 

アブラヤシ農園開発予定地から出火が起きた。

Friends of the National Parks Foundation(以下

FNPF)のイサム達の民家に火が付き、全てを消し

止められなかった。9 月から民家近くを越え泥炭湿

地帯へと燃え広がった。やっと消したジュルンブン。

10月初めに、開発予定地のトロク・プライ村から火災

が起き、その火が大火となる。ブグルまで燃え広が

った。聞くと、早朝からの海風に煽られて、あちこち

の草原状態のところで次々と燃え、拡大したらしい。 

9月初めから 10月末までの火災は約 1000件を

越えると FNPF のバスキ達が言う。国立公園の約

1/4の900haが燃えた。初期火災を消さず放置した

ため拡大したのだ。あちこちで火災が起きたため、

小型消火器ジェット・シューター12台がFNPFを含

め各地で使用し、6台しか使えるものがなくなった。 

11 月から私たちの集会、ラジオ出演、会員から寄

付は約 30万円も寄せられた。寄付の一部を直接鎮

火用の小型消火器 6台を購入し、1月に持参。これ

がないと消火活動を大半出来ないからだ。1 月 15

日、関空からジャカルタ空港へは何も問われず、

OK。だがジャカルタ空港で国内線乗り換えた翌日、

「これは何？」と詰問される。私は事前に考えていた

「国立公園が大火で、鎮火作業の見本として現地で

テストするのです」と答え、パスだ。これで FNPFに

引き渡せる。やったあ！ 

 バスキ達は見て「Good!」と喜んだ。一安心だ。 

 

2014年9月ジュルンブンでアブラヤシ開発地から火災（下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年バスキ談・・ブグルが国立公園だから植林を

した。FNPF は国立公園でなければ植林はできな

い。国立公園は売却ができない。同地が国立公園外

(forestry department決定）なら、火事を起きても火

事を止める権利がなく、火災を恐れる。ブグルに植

林した樹種は、草と同じ位の丈であり、今、火事が来

ると、植樹した樹木も焼き尽くされ、全てをなくす。 

2015年9月20日ジュルンブンの泥炭湿地の火災 

 

タンジュンハラパン村 ジュルンブン 

トルク・プライ村 

拡大図 

大図 

 

ブグルとPスンビラ

ン(ブグルの西側) 

当初開発予定地は

オランウータン餌場

もアブラヤシ開発 



【2015年9月鎮火活動したジュルンブンへ行く】 

 1月17日、FNPF事務所からバスキ達とバイクで

ジュルンブンへ向かう。クマイ・セビラン村からは行

けども行けどもアブラヤシ農園。よく見ると、PT.BW

の農園地大半のアブラヤシは幹が曲がっている。泥

炭湿地が深いためか、真っ直ぐに伸びていないア

ブラヤシ群。バスキとバイクで話す。「大半の木に実

がなってない！開発しようとするPT.BGAの地区は

もっと川沿いに近いから、泥炭湿地はもっと深いだ

ろう」と私。バスキは「BGA は正確な環境調査せず

に開発した。まともに収穫できる?」と言う。私は頷く。 

 イサム達も理恵さんを乗せたバイクで、ジュルンブ

ンに到着した。アブラヤシ開発地帯で、アブラヤシ

農園が焼けずに残り、民家近くに火災が拡大した跡

が判る。企業はアブラヤシ農園のみを守った。 

 粗末な昼食後、ジュルンブンの火災現場を見る。

びっくりだ!! 一部の焼けただれた木の根元から若

芽が出てきている。素晴らしい回復力!! 今度はみ

んなであちこちを見に行く。 

 大木が火災で倒れている。土の中は約２ｍ以上の

深さまで燃えているのが判る。凄まじい勢いの大火

だったから。大火の地域では木々から若芽が萌芽し

ていない。残念だ。「今度は香木になるガハルを守

った所に行こう」とバスキ。 

（写真）ジュルンブンの香木ガハルを守ったとバスキ 

 

泥炭湿地の上部で燃えていない 20種類とパイオ

ニア植物を発見。「これは何？」と尋ねる。バスキは、

「ウオー、これはオランウータンも好むジャック・フル

ーツの1種だ。何故残ったか? ミラクル!不思議だ。」 

今度は多くの火災に遭わずに残った小さな森を見

た。柳原さんは「ワー嬉しい。1年前に植えた生姜が

火災に遭わず残っている。奇跡！」と喜ぶ。 

 バスキがまた歩き出す。「あれだよ。香木のガハル

だ。これは高価な木で、我々が守ったんだ。3-5ｍ

に伸びているだろう。2010 年にこの地へ植林した。

時期が来たら高価で販売する。FNPF の財産の 1

つだ。戻ろう、日が暮れるから」とバスキが言う。 

 粗末な夕食を食べる。しかし私は食欲がない。頭

痛がする。熱になったらしい。「西岡、体調不良で、

クマイ事務所に戻るぞ」とバスキが伝える。 

 

【新たな良い知らせを知る! 早期の鎮火体制だ】 

 翌日午前中は大半寝ていた。昼前に新団体の

[Care for Tanjung Puting(ケアフォー・タンジュン・

プティン以下 CFTPuting と略)]のリーダー・アデイ

氏がFNPF事務所に来た。話を聞く。 

「10 月に大火のタンジュン・プテイン公園の状況

を見て、多くのガイド仲間に鎮火やその後の植林作

業を呼びかけた。多くのメンバーが参加して、私が

責任者となり、CFTP を結成した。クマイ町の仲間、

知り合いが声をかけ 250名になり、大火のブグルで

バスキ達と消火活動をする。ハラパン村人もボラン

テイアの学生も参加して、10月末にやっと鎮火出来

た。これはバスキという優れたリーダーがいて、指示

してくれたからだ」という。私はCFTPの今後の計画

をどうするかを尋ねる。 

「うーん、今プログラムがない。鎮火活動、4ha の

ブグルでの再植林を 10-11 月に実施した。資金が

少なくなり、今は計画できない」とアデイ氏は言う。 

 私はウータンの会議で「水撒きの日、再植林実施

の日、黙祷の日などをプログラムにしてはどうかと話

している」と伝える。アデイ氏は「明後日、会議にな

るので、皆と相談する」と答える。 

 夕方に国立公園事務所の仲間が来て、「バスキ、4

隻の船を火災対策に貸すことが出来る。これはほぼ

決まりだが、決済をしていない」と伝える。バスキは

「OK！Thank you!（ありがとう）」と握手した。 

 「Nishioka、明日はブグルで泊まる?」とバスキが

言うので、私は「OK。森で寝ても大丈夫」と伝える。 

 早朝にツーヤン氏の船で立ち、ハラパン村から一

路ブグルへ行く。歩き出して15分、火の見櫓の下に

ポリタンクの貯水槽が出来ていた。バスキに聞くと、

「2 箇所だ。だがホースでないと火災対策にならな

い」という。左手の以前オランウータンが巣を作った

森は焼けずに残っていた。少し安心したが、パダ

ン･スンビラン方面の泥炭地の森の大半が燃えた。 

「この歩いている道で、我々は火を遮断した。幾ら

かの燃えていない森の所で火災を食い止めること



が出来た」とバスキが説明する。 

ブグルFNPF小屋に着く。火災だらけの跡だ。   

 バスキが言う。「我々は火災と闘うために、1 ヶ月こ

の小屋で寝泊りした。CFTP の仲間も参加して、鎮

火出来た」と付け加える。 

 

2015年11月ブグルで鎮火後、再植林開始 

 

 

焼けた樹木の根元から若芽の萌芽(ブグル/2016Jan.) 

【再植林は可能だ! 後は支援金と行動だ!!！】 

 昨日の 4隻の船の貸出し、CFTPのプログラムの

検討、消火チームは12名のうち8名が決まり、いつ

でも行動出来る体制がほぼ出来た。後は消火用具

等の問題だ。しかし日本から運搬すれば関税が

100-150％かかり、現地の FNPF だけではそんな

高額は支払えないのだ。バスキは言う。「小型消火

器等のメンテナンス等が必要だ。後は火災時、山の

中で眠れるハンモックが絶対必要。そしてリック・サ

ックを日本から仕入れてほしい。」 

 バスキは「西岡が小型消火器を持参し、またウータ

ンの寄付から追加分を運んでくれるのは有難い。最

低の鎮火活動が出来る。またイサム、アマット、ツー

ヤン、ラシッド、フェブリー、ヘンキー、バナと私での

12 名の鎮火チームの核が決まったし、後は火災時

に連絡しあうトランシーバーが必要。地域を空から

見るドローン(小型空撮ヘリコプター)、泥炭湿地の火

災確認や植林用の鍬、ホース類、消防用具、消防ジ

ャケットがあればOKだ。体制はできた。後は関税・

輸送だ。CFTPも動くだろう」と付け加える。 

 私はブグルの各地を見て回る。再植林した所はば

らつきがある。しかし、焼け爛れた大半の樹木の下

から若芽が萌芽しているのを確認した。そして果実

や花を咲かすためのミツバチ等がこの地にかなり居

ることを発見した。そうだ。蜂がいるので、花や果実

をこの地で咲かせられる！再植林は可能なのだ!! 

やった!!小躍りしながら、小屋へ戻る。バスキ達に

伝える。「再植林は可能だ」と。頑張れば出来る!! 

 翌朝、ブグルからハラパン村に下る路の 1/2くらい

の所で、突然の鳴き声を聞く。「オランウータンだ」と

バスキが笑顔いっぱいにして言う。やったあ、この

あたりの焼けないで残った再植林地にオランウータ

ンは住んでいる。 

 そしてパダン・スンビランに向かう。ここも焼けた

Pulau という木の根元からいっぱい若芽が萌芽して

いた。素晴らしい回復力！これが熱帯林!! しかし

2m 以上の泥炭湿地の下が燃えたら、回復していな

いのだ。だからこそ早期の鎮火が必要だ。これが整

えば、再植林や動物が住める森へと復元できる。 

 エル・ニーニョは昨年 7 月から始まり、このエルニ

ニョは 2016年 6月まで続くと、NASAや科学者達

が2月に報告した。世紀最大と言われた97-98年の

エルニニョよりも巨大だ。火災対策が一番重要だ。 



森林火災が生んだ新しいつながり 

神前進一 

タンジュンプティンでの未曽有の森林火災が終息して4ヵ月近く経った2016年2月下旬に火災後の状況を

見るために現地を訪れた。緑の全くない焼け野原を想像していた筆者の目に映ったのは，たくましく再生し始

めていた森であった。 

 

ボランティア活動団体が立ち上がる 

それとともに，森林火災を契機に新しい活動が動き始めていた。パンカランブンやクマイの都市住民のよる

ボランティア活動団体Care for Tanjung Putingが火災を契機に立ち上がり，都市部での募金活動で得た資金

をもとに，火災後いち早く毎週末のようにタンジュンプティンに数十名規模で再植林活動に駆けつけていた。

テレビのニュースで繰り返し報道され，バスキら FNPF の活動を知って，参加するようになった若いボランティ

アがほとんどだという。時間が自由になる若者の失業者や観光ガイドが多いというが，話を聞いたリーダーの

一人はクマイでKorindoの木材チップ工場に勤めていた。筆者の訪れた2月21日にも20名ほどでブグルへ

行き，FNPF のメンバーと一緒に植林をしていたが，苗の調達が間に合わないため，ブグルでの植林活動は

月に１回程度になったという。しかし，募金で集めた資金があり，苗を購入して植林ボランティアを派遣するだ

けでなく，環境教育や多面的な啓発活動を都市部で展開し始めているという。彼らのような町の若者が来て植

林活動をすることで，村の若者のマインドセットを変える影響が期待できる。 

 

消火チームの構想 

 最強のエルニーニョ現象はまだ続いているため，今年は 3 月にも再び森林火災が始まるとの予想もあり，消

火チームの組織化が緊急の課題になっている。消火チームは 12 人編成で、全員が乾季には待機している必

要があり、定職を持たない半失業の若者や農民になる見込みだが，現時点では候補者が多すぎ，まだ選んで

いないという。バスキ自身も消火チームの一員として現場で活動し，スタッフとのコミュニケーションをする役目

を果たしたいと言う。 

雨季には講義と実習を合わせた消火・防火のトレーニングを実施するだけでなく、収入を稼ぎ出す小ビジネ

スを手掛けるように計画中という。収入創出プログラムはメンバーの若者と話し合って内容を決めることになる

が，短期的にはショウガ栽培，ロセラ（食用ハイビスカス）のハーブティー，養鶏，淡水魚養殖など，中期的に

はドライフルーツ生産や苗木生産，長期的にはガハル（沈香）が候補にあがっている。ロセラは芙蓉科の草本

で，花を乾燥させ熱湯に入れると，酸味のある美しい赤色で酸味のあるハーブティーができる。これを村の女

性がデザインし，パンダンを編んで作ってもらう小さな容器に入れ樹皮で作った取手をつけ，土産物として売

り出す計画で，FNPF 事務所の庭で栽培試験が行われていた。中期的な収入手段としてはガハルに大きな期

待を寄せている。ジュルンブンには今回の火災時には村人の植えた 7 年生のガハルの木を防火帯の溝を掘

って守ったという。そろそろ幹にフザリウム菌を注射して沈香を作ることができる時期に近づいており，100 種

以上の菌について効果を確かめる試験中という。沈香は品質にもよるが金に匹敵する価格で取引されるため，

町の密伐採業者が人を雇って森の中で天然のガハルを探しているという。また若者に英語のトレーニングを

受けさせ観光ガイド資格を取らせることも収入基盤の一つとして考えられている。 

乾季になると火災発生の危険が高まるため，常時バイクで各地を巡視して情報を集めてもらうので、移動の

ためのガソリンや食料を支給するが，現金の支給は考えていないという。現在，福岡市消防局から中古の消防

ホースの寄付を受け，それを現地に運ぶ方法や費用についての交渉が進められている。消防ホースが届い

たあかつきには，1km 以上離れているが安定した水源であるセコニェール川から大量に取水して消火活動が

できることになり，水を背負うジェットシューターは補助的な消火器具になる。今後，森林火災時に的確にホー

スをつなぐための連絡に必要なトランシーバー，最前線で消火に立ち向かうヘルメット，森での野営用のハン

モックや大型のナップサックなどの支援が要請されている。また，若者の気持ちをつかむために，消火チーム

をクールでトレンディーにし，コスチュームを作り、活動の様子を常に facebook等で発信していく予定という。 

 

ジュルンブンとブグルでの再植林 

森林火災は自然現象としても起きることがあり，火災後はパイオニア種の萌芽再生から始まり，植生の遷移

によって 30 年くらいで二次林に戻るという。実際，ジュルンブンでもブグルでも焼けた木の根元から新芽が萌



芽している状況が見られた。ただし地下の泥炭層が厚いジュルンブンでは，森林火災時に地下の泥炭層が 1

ヵ月近くにわたりくすぶり続けたため，大きな木であるほど根が焼けて枯れた割合が高いという。焼失した二次

林の中では，ざっと見たところ半分以上の木が完全に枯れていて萌芽は見られず，根が枯れたために安定を

失って傾き，完全に倒れた木も見られた。少しの風で１本の木が倒れると枝が絡まって連鎖的に隣の木が倒

れることもあり，二次林での再植林には危険が伴うため，あらかじめ枯れた木を伐採することが必要だが，多大

の労力を要するので手が付けられていないという。ジュルンブンでは拠点の小屋の周囲は火災前から二次林

が伐開されチガヤの一種のアランアラン（imperata）の草原に小灌木が点在する植生であったが，こうした小灌

木は先駆種で火災に強く萌芽再生率が高い。アランアラン草原は野焼きをした後に雨に恵まれた状態で以前

にもまして勢いよく再生していたが，その中に果樹やガハルの苗木が訪れた外国人ボランティアによって少し

ずつ植えられ始めていた。二次林での森林火災は焼畑農法の火入れと同様の効果をもたらす。生き残った木

の下では，草木灰のカリ分豊富な土を使って野菜の栽培が FNPF メンバーによって始められていた。ショウガ

のように日陰を好む作物には最適の環境が生み出されたと思われる。 

一方，ブグルでは今回の火災で300haが焼失したが，乾燥地で泥炭層が薄いため，8割程度の樹木は生存

しているとみられ，メランティやブランガランなどフタバガキ科の極相種はそろそろ一斉開花期を迎えるそうで，

根こそぎ倒れた木を見ることもなかった。筆者が訪れた日は，丸山さんが補助金を使って苗木生産グループ

のプリタスンビランから購入した苗木4000本を，村人15人ほどが出て2日がかりで10haに植える作業が行わ

れていた。今回は日当がプランテーションでの賃金を大きく上回ったため，仕事のない若者を中心に募集予

定を上回る人数が集まったという。5ｍ間隔で印を付けたロープを張って，穴を空けた箇所に一列に並んで整

然と作業が行われていた。国立公園内であるため，樹種は在来種に限定し，国立公園事務所と覚書を交わし

ての作業となった。火災を機に，森林火災防止や植林についての国立公園事務所と FNPF の信頼・協力関係

が確立されたという。ブグルでは 2006 年の森林火災で焼失した苗床あとに，今年 12 月の雨季到来時に植林

用苗木を供給できるよう，15万本規模の苗床づくりのための作業が始められていた。 

 

アブラヤシ農園と村の動き 

村境付近で，植えて 1～2年の BGA社のアブラヤシ農園の除草剤散布をしていた村人7人のグループに

話を聞く機会があったが，口を揃えて森林火災の際には消火活動に参加したという。誰の指示でどこの森の

消火に加わったのかを聞きそびれたが，アブラヤシのすぐ背後の森は焼け焦げていた。バスキによると，火災

当時はパーム油価格が低かったため，プランテーション会社はあまり熱心に消火に務めなかったこともあり、

農園内で焼失したアブラヤシも多いという。会社では職員が消火にあたったが、日雇い労働者は、農園内の

アブラヤシが長期の乾燥と焼失のため収穫の仕事が減り、週に 3～4 日しか仕事がなく、収入が減って大きな

影響を受けた。そのため日雇い労働者が消火活動の仕事の要請が会社から来るように農園に火を放つことも

あったといい、会社の監視職員の通報にもとづき放火で逮捕され投獄された住民もいるという。 

今年 7月には 5年に一度の村長選挙が予定されている。現在のインドネシアでは村落開発予算の 70％が

直接村レベルに配分されるため，クリーンでリーダーシップのある村長を選ぶことが求められている。スンガ

イ・セコニェール村（タンジュンハラパン村の正式名称）では，前村長が汚職の疑惑で逮捕され現在裁判が続

いているとのことで，村長不在で混乱が続いてきた。昨年の火災を機に，村人からも，NGOからも，プランテー

ション企業からも信頼の厚い経験豊富な国立公園事務所に勤める人物の立候補が要請されている。 

  

バスキの想い 

 筆者はバスキに対し，火災後の森林はそのまま放置しても 2～30 年すると二次林に再生するのに，なぜ再

植林に力を注ぐのか尋ねた。彼はもちろん苗を植えることで森林の遷移を早める効果が期待できるが，植えた

苗の数が重要ではなく，多くの村人が植林に関わることで，森の大切さを理解し自分たちで森を守るようにな

る，そのための手段が植林なのだと答えた。若い村人が消火活動に参加し，自信と誇りを持つようなり，次に

お金を貯え，そして防火へと動くようになるのを期待しているという。今回の火災でバスキは Tempo 誌の昨年

12月29日の特集号Hero of the Hazeで取り上げられるなど一躍英雄となったが，いつも自分から言い出すと

村人に飽きられるので，私たちを含む外部の人間からの働きかけが村人のやる気を起こさせるのに不可欠だ

とも言った。バスキに最も大切だと思うことを聞いたところ，彼は植林でも野生生物保護でもなく，コミュニティだ

と即答した。ともかく森林火災を機に，多くの村人が消火活動に参加し，森を守る意識が高まり，村人のつなが

りを取り戻し，タンジュンハラパン村が文字通り「希望のムラ」に再生されることを願わずにはいられない。 



ウータン・森と生活を考える会 ２０１６年総会報告 
 

事務局長 石崎 雄一郎 

 

 ウータン・森と生活を考える会では、今年の総会を 1 月 31 日にケイゾクエナジーで開催しま

した。今年 28年目を迎えるウータンは、これまでコツコツ地道な取り組みを続けてきましたが、

メンバーの高齢化や全ての作業をボランティアで進めることによる負担が増してきました。 

 一方で、若いメンバーが徐々に増えてきて、活気もでてきています。特に、昨年末のインドネ

シア大規模森林火災の際には、若手メンバーが中心となり、報告会等で寄付を呼びかけ、ジェッ

トシューターの購入等につながりました。また、年末年始には新たに関ってくださっている仲間

と共に、ウータンのウェブサイトリニューアルなどを行ってきました。 

 そのような背景の中で、今総会では昨年の振り返り及び今年の計画と合わせて、今後の発展に

むけた『ビジョン・ミッション・中長期計画』を話し合いました。これまでのウータンの歴史で、

おそらく古くからのメンバーの中にはあったビジョンやミッションを「見える化」することで、

改めて今後ウータンがめざすことや着手すべきことを皆が共有し、明確にしました。 

  

◆ビジョン（あるべき姿・理念・立場）≫ 

「ウータン・森と生活を考える会」は、多様な生き物を支える森を守ります。アジアを中心に、私たちの

生活と熱帯林のつながりを感じて、自然と共生する社会をめざします。 

 

（解説）「森を守る」ことは当然のことながら、日本で暮らしている私たちの生活が熱帯林の問題と繋が

っていることを伝えていくことで、全ての人がそのつながりを実感しながら自然と共生する社会が将来実

現できることをめざしていきたいと思います。 

 

◆ミッション（目標・使命）≫ 

１. 2030年までに、森林破壊ゼロをめざします。 

２.アブラヤシ農園など森林破壊につながる開発を抑止するために、行動します。 

３.失われた森林の回復と残された森林の保全を、国内外のＮＧＯや現地の人びとと協力して実現

します。 

４.気候変動を食い止め生物多様性を守るために、原生林や泥炭湿地の重要性を国内外に広め、保

全に努めます。 

５.私たちの暮らしと森林減少とのつながりについて理解を広め、消費など様々な行為を見直すよ

う提案します。 

 

（解説）ウータンとしてまず重要なことは、これ以上の森林破壊がなされないよう働きかけてい

くことです。そして、すでに失われてしまった森林を現地の方々と寄り添いながら再生し、保全

していくことをめざします。また、人が生きていくために森林が重要な機能を持つこと、私たち

の生活と森林破壊がつながっていること等を伝え、日本での消費活動を変えていくことも重要な

ミッションと考えました。 
 

◆中長期計画≫ 

１.森林破壊ゼロ  

２.乱開発の抑止  

３.回復と保全  

４.原生林や泥炭湿地の保全  

５.暮らしの見直しについて 

 

（解説）ビジョン・ミッションを実現するためには

中長期計画を定め、バックキャスティングで今でき

ることをしっかりと戦略的に考えることが必要です。

泥炭湿地保全や暮らしの見直しもウータンならではの活動として進めていくことになりました。 



☆２０１５年の振り返り 

 2015 年の振り返りを行いました。まず、予定していなかった大きな事として、インドネシアで

大規模森林火災が発生しました。もともと森林火災は毎年発生していましたが、2015年は特に酷

く、エルニーニョで雨が降らず、インドネシア全土で約 12 万ヶ所以上、16 億トンを超える二酸

化炭素排出（例年の日本の総排出量が約 14 億トン）、多額の経済損失、多くの人々の健康被害

をもたらしました。ウータンが植林活動を行ってきたタンジュンプティン国立公園のある中央カ

リマンタン州では特に甚大な被害が発生し、これまで支援してきた植林地で多くの苗木が焼けて

しまいました。ウータンでは森林再生と 2016年も懸念される森林火災対策の緊急報告会 

（COP21 報告もかねて。また、資源・環境ジャーナリストで京都大学特任教授の谷口正次さん

には鉱山開発の悲惨な環境破壊と人権侵害のお話をいただきました）と寄付キャンペーンを行い、

多くの方々に支援をいただきました。森林火災対策は、2016年も重点対策に位置付けています。 

 タンジュンプティン国立公園近郊でのアブラヤシ問題については、現場での調査、日本での報

告、RSPO への参加など精力的な対策をとりました。しかし、現地ではアブラヤシ開発が進み、

苗木を植え始めている状況です。先述の大規模森林火災の原因の多くは、アブラヤシ開発による

付け火や土地の乾燥化があると言われています。引き続き、国内外での対策が必要となります。 

 ８月には毎年開催しているエコツアーを行い、FNPFのインタビューを聞く等より深く学ぶ機

会を持ちました。パーム油学習会は、サラヤ株式会社研究員でボルネオ保全トラスト・ジャパン

理事の中西宣夫さんにパーム油の基礎情報を、当会事務局長石崎よりタンジュン・ハラパン村の

現地事例を、ウータンともお付き合いが長い樫田秀樹さんよりサラワクの先住民とパーム油のお

話をいただきました。その他、ワンワールドフェスティバルでのブース出展等しました。新しい

事項として、ウータンWebsiteのリニューアルに着手し、ICT専門家の加納さんによるプロボノ

等により素敵なサイトが完成しました。また、認定 NPO 法人環境市民が中心となって発足した

『消費から持続可能な社会をつくる市民ネットワーク』に幹事団体として参加することになりま

した。日本の消費とも深く結びつくパーム油の問題について訴えかけていきたいと思います。 

 

☆２０１６年の計画 

 2016 年の国内の計画としては、１.消費者・販売者向けキャンペーン、２．企業向けキャンペ

ーン、３．ファンドレイズの強化、４．Website のリニューアル、５．パーム油学習会、６．イ

ンドネシア調査報告会等を予定しています。国外の計画としては、１．昨年被害の大きかった森

林火災対策、２．火災の被害も含めた森林再生、３．森林火災後の被害調査、４．2015年火災の

ために現地へ行くことができなかった貴重な泥炭湿地とオランウータン生息地であるスンガイ

プトゥリ調査、５．タンジュンプティンでの開発をすすめる BGA 社をはじめとするパーム油企

業への対策と RSPOでの提言、６．違法伐採調査、７．エコツアーの実施等を計画しています。 
 

                                  ２０１５年度決算 

                 収入 
 

               支出 

地球環境日本基金助成金繰越   423,720  会報製作費 224,640 

一般繰越金     1,436,059 
 
事務所家賃 144,000 

会費  226,000 
 
他団体への協賛金・参加費等 45,500 

カンパ（一般寄付）  1,076,600 
 
会場費 27，000 

インドネシア火災支援金 308,800  交通費 1431,935 

物品販売 22,000 
 
通信費 55,000 

講師派遣謝礼 240,000 
 
事務費 116,226 

集会参加費 44，200 
 
海外NGO支援（植林支援） 300，000 

関西ＮＧＯ協議会基金 290,000 
 
海外NGO支援（交通費） 10，000 

地球環境日本基金助成金 1,650,000 
 
講師・通訳謝礼 2，000 

   地球環境日本基金助成金繰越 1,257,339 

計 5,717,379 
 
関西ＮＧＯ協議会基金繰越 150,000 

   
次年度へ繰越金 1,885,333 

   
                計  5,717,379 

 



「7 回目の訪問にてやっと見えてきた、FNPF との付き合い方」 

近藤美沙子 

 

2016 年 2月 14日、私のタンジュン・プティンへの 7回目の訪問。FNPF オフィスに着くと珍しく

バスキが迎えてくれた。というのも、これまで彼とゆっくりオフィスに座って話を聞く機会はたったの

1、2 度しか記憶がなく、私の訪問時には必ずといって良いほど別の用事があり、一目会うのがや

っとだった。普段はジュルンブンで働き詰めのイサムもオフィスにいて、ラマンドゥがベースだが現

在はクマイ・オフィスでの仕事を手伝いにきているヘンドリーや、1月から加わった新スタッフのキ

ルティ（なんと女の子！笑）、消火活動以来 FNPF の活動を手伝うようになった男の子たちも集ま

っているなど、ずいぶんと賑やかな夜だった。 

 

この日の話題の中心は、消防団の結成について。どういう基準と手順でメンバーを決め、いつから

どんな訓練をするかなど、主にバスキが構想を話し、時折誰かに同意を求めたり別の誰かが合い

の手を入れたりするようなミーティングだった。FNPF では月に一回、（なるべく）スタッフ全員が集

合する「会議」の機会を設けているとのことだが、ほとんどの「会議」は、おそらく今夜のような「普

段のおしゃべり」をするような空気感で行われているんだろうと思う。コーヒーとタバコを片手に、あ

る数人はパソコンなりスマホなりで SNS や音楽を楽しみ、またある人はギターの練習などをしなが

ら、ジョークを頻繁に織り交ぜ、情報交換をする。そして、だんだんバスキが真剣な顔つきと声色

を醸し出すと、その話題に関わるメンバーだけが残り、彼の話に耳を傾け、指示を待つ。日時や

参加者を確定して会議が行われることなどないのかもしれない。その場その時に、バスキが「話

す必要がある」と判断したことをもとに話題が決まり、いつのまにかミーティングのようなものが始ま

っている。それが、FNPF スタイルだ。 

  

事務所の新しいオープンスペース。スタッフ、ボランティアなどが集まり喋る場所。 

 



私は、彼らがフォーマルなことをしないこと、計画のもとに物事を進めるということはないということ、

そういった彼らの特徴を分かっているつもりだった。しかし、実際に一緒に何かをするとき、いった

どのように付き合うのがよいか・・・これまで、じっくり考えてみたことがなかったように思う。今回、

彼らが外部の人との協働で計画していた活動を、立て続けに 2 回ドタキャンした様子を見て、自

分が当事者だったらどのように対応するか、ずいぶんと考えさせられた。そして、今でも「これだ！」

という答えがあるわけではない。 

 

「FNPF には FNPF の立場や特徴がある。色々な活動をしていて、その時々の状況でやることが変

わる。活動は、計画通りに進むことなんかほとんどない。ダイナミックであること、それがFNPFの特

徴だ。いい特徴とは言えないのかもしれないが、これが FNPF のやり方であり、みんなにはこれを

知っておいてもらわないといけない。FNPFと一緒に何かをしたいのであれば、この特徴を理解した

上で動いてもらう以外にない。」 

 

ここまで言い切るバスキの姿勢に、「反省してへんやん！」とツッコミたくなると同時に、「ここまで

割り切れるのはすごい」という尊敬も感じる。彼自身の性分のせいなのか、地元の人と一緒に働く

なかで、仲間たちを変えることは難しい、彼らの無理のないように働くしかないという結論に至った

のか、あるいはその両方か、詳しくは分からない。「計画を立てる」「改善する」を覚えるにも教える

にもエネルギーがいる。しかし、行き当たりばったりな動き方のせいで、時間やエネルギーをロスし

ている印象を受けることもある。「効率」を教えるべきか、「関係」を重視すべきか？そのバランス

を見つけることが、今後の私にとっての大きなチャレンジかもしれない。2年前に FNPF と出会って

から、会うたびに、「少し誰々のことが分かってきたかも・・・」と思っては「まだまだ分からんことが

多いな～」と感じ、「3 歩進んで 2 歩下がる」ような足取りで関係性を築いてきた。これからも道の

りは長いが、これからも付き合っていきたい相手だ。 

 

  

毎日ちょっとずつ、できることからこなしていく 



新 Friends of the National Parks Foundationクマイ事務所 

柳原 里恵 

インドネシアＮＧＯ Friends of the National Parks Foundation (ＦＮＰＦ)カリマンタ

ン地区のクマイ事務所（写真１）が、改装された。従来の事務所兼宿泊所を、全てボランテ

ィア用の宿泊施設に改装し、事務所は新設した（写真

2）。従来、バリ本部では、参加費を支払うボランティ

ア受入れに力をいれていたが、今後、カリマンタン地

区でも力をいれるためだ。ＦＮＰＦのスタッフは、Ｆ

ＮＰＦの給与のみが生活の糧になっている。その為、

特にＦＮＰＦは資金調達が重要だ。 

ＦＮＰＦカリマンタンは、主にボーイング社一社の

プロポーサルに頼っているのが現状だ。そうした中、

昨年の大火災で、ボーイング社の献金によって植樹し

た森の３か所すべてが全焼した。ラマンドゥ地区では、

５年間をかけて植林をし、あと数か月で植林が完了するときに、３日で全焼してしまった。

これらの消火活動で予定の作業ができず、プロポー

サル通りの植樹を遂行できなかったばかりではな

く、消失した樹木の再植林が必要となった。更に、

今年度の献金は概ね半減された。プロポーサルを遂

行できなかったペナルティ金を支払わずに済んだ

だけ、良かったのかもしれないが、今年度の資金繰

りが困難だ。その為、収入源確保のため、有償のボ

ランティアを多く募り、資金確保を行う計画だ。 

本来、バスキ氏は、ＮＧＯ自身でＮＧＯの活動資

金を作り出すべきだと考え、養鶏・養魚・農作物な

どを試みていた。というのも、企業の献金の場合、プロポーサルに振り回される危険性、企

業によるＮＧＯのコントロールを恐れていたためだ。奇しくも、昨年の大火により、それが

現実となった。以前は、夢を持って植林していたが、現在は、プロポーサル完了の為に、機

械的に植えているのが現状だとバスキ氏は話していた。 

 ＦＮＰＦは、献金がなくとも、真の森林保全に必要な活動を行っている。村人の収入源確

保のための活動や火災対策がそうである。この為にも、以前から、資金繰りが苦しかった。

しかし、このような目に見えない活動こそに献金が必要だと考える。ドネーションを行う企

業は、広報を兼ねて行っている場合が多いため、やはり、消費者がわかりやすい植林活動に

献金を行う傾向にあるのだろう。その為、ＮＧＯに予定の結果を求め、詳細な報告書を求め

るのであろう。これもＮＧＯにとって大きな負担になり、本来の活動に影響しているのが現

状だ。 

当然、献金を受けた側には、報告の責任、及び、義務がある。しかし、現状を鑑みると、

無償・無報告の募金はできないものだろうか。本来、ドネーションとは、自分の夢を自分が

遂行することができない為、同じ信念をもった信頼できるＮＧＯに託して募金するものでは

ないだろうか。その為、ドネーションがＮＧＯ活動を圧迫するような献金は、本末転倒では

ないだろうか。縛りのない献金を行う企業が増えることを切に望む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 2） 



ハラパン村での日々

                         F.C Manis （マニスファンクラブ）　
　　　　　　　　 代表　マルヤマサチコ

1998年、スマトラ島 Bukit Lawan( ブキットラワン ) の森を自由に闊歩するオランウータン
と目と目が合った瞬間、体の中を電気が走り抜け、すっかり彼らの虜になりました。
「オランウータンを広く知ってもらいたい。」との思いから 2007年オランウータンのキャラ
クター「マニス」が誕生し、マニスを使ったオランウータンと森の大切さを伝える環境教育を
行っています。

　
＊FNPFバスキが木の名前、＊ウータンエコツアーでのネームプレ

ート作り、植樹のアクティビティー
＊植樹が終わった子どもたち

植樹方法の説明を行う

＊ハラパン村からクマイスブランに
向かう道。焼き尽くされた森の跡

＊ハラパン村の朝。煙の影響で
1m先すら見えづらい状況

2015 年 8月 21日 -10 月 16日の約２ヶ月間、The Body Shop ニッポン基金の事業で
旭山動物園とThe Body Shop の店舗で「オランウータンに森をつくる贈り物」と題した
イベントを行いました。イベント参加者１２０名分のネームプレート作りをハラパン村の
子どもたち、村人と共に行ってきした。

昨年は 1998年以来の大規模なエルニーニョの影響で、インドネシア全体の降雨量が極端
に少なく、ウータンのエコツアー辺りから火災が発生し始め、９月の中頃からは、国立公
園内（ブグルー）国立公園外の火災がひどくなり、夜ハラパン村近隣の森からも火の手が
上がっているのが見えました。この頃から毎朝 1m先も見えないほどの煙に覆われ小学校
の休校が続いていました。村の人は咳や目の充血がひどく、また雨が全く降らないため、
海に近いこの村では川の塩分濃度と生活排水の汚染濃度が上がり皮膚病が多く発生してい
ました。火災の煙は逃げ場がなく、特に体力のない子どもたちの多くが体調不良を訴えて
おり、逃げ場もなく、為すすべもなくただ状況を見ているだけなのがとても辛かったです。

＊ジュルンブン。火がくすぶり
煙が上がっている

大規模火災となった国立公園内ブグルーの消火活動には
自主的に多くの村人が参加し、毎日状況を報告しあって
いました。滞在中、ホームステイ先のご主人も朝４時に
家を出て夜７時頃に帰宅することが 3-4 回ほどありまし
た。彼は水を確保する為の井戸を掘っていたようです。
消火道具も水も不足し、火災の場所までも徒歩で約 7-
10kmと遠いのですが、疲れた様子も見せず消火活動に
出かけていく姿がとても印象的でした。

また、緑の募金の事業で 2016年 1月 21日-3月 13日の約
２ヶ月間（予定）火災で消失した森林再生を行う為、ジュルン
ブン 15ha の植林を行っています。FNPFの事務所では、ヘン
ドリーさんがジェットシューターの点検整備を行っていました。
当初、ジュルンブン 15ha 植林の予定でしたが、植林の打ち合
わせの際、バスキからジュルンブン 5ha、ブグルー 10ha の植
林にして欲しいとの申し出があり、ジュルンブン 5ha のうち
1ha を近隣の小学校、中学校の子どもたちと共に植樹を通した
環境教育を行い残り 4ha をハラパン村の村人を雇用し植林を行うことになりました。

2月 6日ハラパン村の小・中学生と共に火災から約３ヶ月後のジュルンブンで植樹を行いま
した。黒焦げになった樹木の根元から新芽が芽吹き、草の覆い茂る草原に変わっていました。
オーストラリアからのボランティアも参加し、盛大なイベントとなりました。今年は、雨季
にもかかわらず１日中晴れている日も多く、例年よりも雨の量が少ない印象です。

ここインドネシアでは、年が明けてからカレンダーを配る
風習なのか、滞在してすぐいろいろな団体がカレンダーを
持ってきました。タンジュンプティン国立公園の 12月は
今回の火災の消火活動の写真が使われていました。国立公
園にとっても今回の火災と消火活動はカレンダーに載せる
くらい印象的な出来事だったのだと思いました。

＊ジュルンブンには青々とした
草原が広がっていました。

＊マニスを使った環境教育を
行いました。

＊植樹が終わり記念撮影。日差し
の強いとても暑い日でした。







ンの頭蓋骨等は装飾品として売買されます。

また、生きたオランウータンは 1 頭 50 万円

程度で地域外へ売られサーカスで使われた

りしています。ボルネオでは毎年 100頭以上

の赤ん坊のオランウータンが救助されます。

その 95%以上がアブラヤシプランテーショ

ンの中からです。【私達に求められている事】

パーム油はあらゆるモノに含まれています。

既に多くの森が無くなり、供給量は十分過ぎ

る程です。これ以上の森を切り開かないように！と、色々な方法を通じて訴えてほ

しい。【2015 年火災】中カリマンタンで、消火しても 1 時間もすると地下 3m から

火種が燃え広がっていくという困難な泥炭湿地火災と戦っていました。実はその頃、

西カリマンタンにある実家が森林火災により燃え、祖父が焼け死んでしまいました。

東カリマンタンでは今日(2016年 2月 6日)も泥炭湿地火災で 300haが焼けたと連絡

が入りました。私達は森を守ろうと必死に活動を続けます。是非協力してほしい！ 

 

  インドネシアの森を守ろう！緊急報告会（緊急集会第２弾）の報告 米澤興治 

 12 月 12 日に大阪梅田茶屋町の聖パウロ教会１Ｆ会議室でインドネシアの森林火災

緊急集会の第２弾を行いました。はじめに西岡代表が、写真を使って地球温暖化につ

いての説明とＣＯＰ２１の動きについての報告を行い、ついで、現地の森林火災の消

火活動にも参加した自身の体験も含めてインドネシアの森林火災の現状を報告しまし

た。ついで石崎事務局長がアブラヤシプランテーションの開発と私たちの生活のつな

がりと、ウータン・森と生活を考える会の活動について話をしました。また、武田さ

んが、ボルネオ島のタンジュンプティン国立公園とその周辺で活動している現地のＮ

ＧＯ、ＦＮＰＦの取り組みの現状を報告し、森林火災にたいするカンパの訴えをしま

した。 

最後にゲストの資源・環境ジャーナリストの谷口正次さんに「鉱山開発と森林破壊」

と題して講演をしていただきました。「みずから鉱山技術者として、20年間現場で森

を伐採したり環境破壊をやっていた」と語る谷口さん。「鉱山開発というものが、い

かに自然破壊が激しいかということをお話したい」と、世界中で森林などの自然破壊

のとくに激しいところを 11カ所選び、鉱山開発の現場で何が起こっているのかを写真

を使ってお話ししていただきました。 

 熱心な参加者からいろいろな質問も出て、大変有意義な緊急集会となりました。 

 

 

ウータン事務所（サクラビル）にて 





ウータン・パーム油学習会第4弾 

「システム思考で考えるパーム油事情」 

パーム油のことをもっとくわしく知ろう！ 

講師：鈴木秀男さん 

日時：４月２４日（日）14:00～16:00 

場所：ケイゾクエナジー（コープ野村梅田1310号室  

大阪市北区鶴野町４  http://www.keizoku-energy.com/） 

定員２０名（講演会終了後、有機野菜の料理を食べながら、

懇親会もやります。） 

参加費：５００円、（懇親会は別に１０００円必要です。） 

鈴木秀男さんの紹介 

 長年、J-オイルミルズ社とその前身の会社に勤められ、工

場長や執行役員もつとめられていました。環境問題にも取り

組んでこられ、パーム油などの食用油については大変くわし

いかたです。「パーム油に代わる食用油はあるのか」などなど、いろいろな疑問にも答えていただけると思い

ます。現在は、築野食品工業(株)顧問、東京家政大学環境教育学科特別講師、エコアクション２１審査人、ラ

ベル/ＳＤＳ活用事業訪問指導員、大阪産業創造館マッチングナビゲーターをされています。 

※申し込み・問い合わせは、石崎（info@hutangroup.org 090-8145-1146）まで 

インドネシア大規模森林火災緊急募金のお願い 

タンジュンプティン国立公園付近の森林火災にたいして、最前線で消火活動をつづけてきたバスキ

さんをはじめとするＦＮＰＦのメンバー達。予想される今年の森林火災に備えるために活動していま

すが、いろいろな機材や資金が圧倒的に足りません。是非、募金にご協力ください。送金先はつぎの

通りです。 ゆうちょ銀行 ００９３０-４-３８８０ ウータン・モリトセイカツヲカンガエルカイ 

※「インドネシア火災寄付」と用紙に記載してください。 
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